
高圧ガス輸入に関するご案内

（高圧ガス保安法）

令和５年２月１日

愛知県防災安全局 防災部 消防保安課 産業保安室

（連絡先 電話 052-954-6197・6198 ダイヤルイン）



はじめに

容器に入った気状又は液状の物質を輸入する場合、その物質が「高圧ガス」である場合

は、高圧ガス保安法第２２条の規定により、都道府県知事、高圧ガス保安協会又は指定輸

入検査機関が行う輸入検査を受ける必要があります。

「高圧ガス」とは、高圧ガスという名称のガスではなく、物質がある一定の条件にあて

はまる状態の時に「高圧ガス」となります。（例えば、大気中の空気は「高圧ガス」では

ありませんが、容器中に１ＭＰａ以上に圧縮した状態で入っている空気は「高圧ガス」と

なります。）詳しくは、１ページを参照下さい。

「高圧ガス」を輸入する際、輸入をした高圧ガス及びその容器について輸入検査を受検

する必要がありますが、さまざまな規制があります。特に、高圧ガスを入れている容器に

ついては、高圧ガス保安法に定められているさまざまな規格を満たしていることが必要で

あり、他の国の規格で製作された容器の場合、高圧ガス保安法と同等以上の規格を満たし

ていることを証明しなければならないため、輸入することが非常に困難な場合が多いです。

詳しくは、２、４及び５ページを参照下さい。

また、自動車用エアバッグガス発生器やエアゾール製品にかかる高圧ガスなど、一定の

要件を満たすことを条件に輸入検査が不要とされているものがあります。これらについて

は３ページを参照ください。

輸入する高圧ガス及び容器について、その陸揚地が愛知県内（名古屋市域を除く）の場

合、申請先は愛知県知事になります。本案内６ページ以降を参考に手続きをしてください。

輸入した高圧ガスを輸入検査のために、圧縮ガスであれば容積が３００ｍ³以上、液化ガ

スであれば３トン以上、２時間以上貯蔵しておく場合、貯蔵量に応じて高圧ガス保安法第

１６条の規定により第一種貯蔵所設置許可又は高圧ガス保安法第１７条の２の規定により

第二種貯蔵所設置届が必要となります。

輸入検査に合格した高圧ガスを移動する場合は、高圧ガス保安法第２３条の規定により

移動の基準がかかってきます。また、販売する場合は、高圧ガス保安法第２０条の４の規

定により販売開始の日の２０日前までに販売事業届を提出する必要があります。

最大充てん量を超えた特殊高圧ガス、三ふっ化窒素、三ふっ化ホウ素及び四ふっ化ケイ

素については、容器保安規則の運用及び解釈について第２２条関係の規定により「輸入

における移動時等の注意事項」を遵守する必要があります。
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輸入する物質が「高圧ガス」となるかどうかの判断

はい
① 物質の状態が気体である 温度３５度において圧力（ゲージ圧）が１ＭＰａ以上となる 高圧ガスである

（法：第２条（高圧ガスの定義）第１号） いいえ
高圧ガスでない

② 一般的に液体の状態で高圧ガスである物質

・亜酸化窒素 ・亜硫酸ガス ・アンモニア ・酸化エチレン ・ジメチルエーテル
・炭酸ガス ・プロパン ・ブタン ・プロピレン ・ブチレン
・フルオロカーボン１３４ａ ・フルオロカーボン１５２ａ
・フルオロカーボン４０４Ａ ・フルオロカーボン４０７Ｃ

・気体である場合
③ 物質の状態が液体か気体か不明 （１）温度３５度において圧力（ゲージ圧）

が１ＭＰａ以上となる（圧縮アセチレ
ンガスを除く。）

（法：第２条（高圧ガスの定義）第１号） はい
高圧ガスである

（２）温度１５度において圧力（ゲージ圧）
輸入する物質の圧力・温度を確認し が０．２ＭＰａ以上となる圧縮アセチ
蒸気圧線図＊１から状態が液体か気体 レンガス
かを確認する （法：第２条（高圧ガスの定義）第２号）

いいえ
・液体である場合 高圧ガスでない
（１）圧力（ゲージ圧）が０．２ＭＰａとな

＊１ 蒸気圧線図とは、 る場合の温度が３５度以下となる
蒸気圧と温度との関係をグラフに示した （法：第２条（高圧ガスの定義）第３号）
もの。
輸入する物質の蒸気圧線図につきましては （２）温度３５度において圧力０Ｐａを超え 法：高圧ガス保安法
化学便覧、インターネット等で輸入者自ら る液化ガスのうち、政令で定めるもの
データを入手して、お調べください。 液化シアン化水素、液化ブロムメチル、

液化酸化エチレン
（法：第２条（高圧ガスの定義）第４号）
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輸入する「高圧ガス」が輸入検査が必要であるかどうかの判断

輸入するガスが はい ・ガスライター用容器 はい 適用除外である はい 輸入検査は不要であるが、試
高圧ガスである ・冷媒用サービス缶 法：第３条第１項第８号 験成績書の作成又は税関への
（法：第２条） ・エアゾール容器 令：第２条第３項第８号 問い合わせが必要（参考１）

・簡易ガスコンロ用容器 告示：第４条 第１～３号
に充塡されているガスである に該当する＊２

いいえ ＊２法、令及び告示については、
いいえ 経済産業省ＨＰ等で

ご確認ください。

①・タンカーによる輸入である（法：第２２条第１項第２号） ①に該当する
・高圧ガスを燃料として使用する車両に固定された容器内の 輸入検査不要
高圧ガスである
（一般則：第４６条第２項第３号、液石則：第４５条の４）

いいえ ・航空機用に救命胴衣用の不活性ガスである
（一般則：第４６条第２項第４号）

②・緩衝装置内の高圧ガスである （一般則：第４６条第１項） 輸入規制適用除外製品となる
・自動車用エアバックガス発生器内の高圧ガスである ②に該当する ので、輸入検査は不要である
（一般則：第４６条第２項第１号） が、輸入規制適用除外確認証
・自動車等に組み込まれた消火器内の高圧ガスである 明書の作成が必要（参考２）
（一般則：第４６条第２項第２号）

①及び②に はい 高圧ガスについて県の行う輸入検査の
該当しない 輸入する高圧ガスの容器が内容積 受検が必要（参考３）

１デシリットル以下の容器である （法：第２２条（輸入検査）
（法：第３条（適用除外）第２項） 一般則：第４５条の３（技術基準）

液石則：第４５条の３（技術基準））

輸入検査不要
高圧ガス及びその容器について県の行

法：高圧ガス保安法 いいえ う輸入検査の受検が必要（参考３）
令：高圧ガス保安法施行令 （法：第２２条（輸入検査）
告示：高圧ガス保安法施行令関係告示 一般則：第４５条の３（技術基準）
一般則：一般高圧ガス保安規則 液石則：液化石油ガス保安規則 液石則：第４５条の３（技術基準））
※なお、１日の冷凍能力が２０トン（冷凍設備内における高圧ガスが二酸化炭素、フルオロカーボン、
アンモニア等の場合にあっては５０トン）未満の能力を有する冷媒ガスの入った冷凍設備における当該ガスの輸入は輸入検査不要です。（高
圧ガス保安法及び関係政省令等の運用及び解釈について（内規）冷凍保安規則の運用及び解釈について第３１条関係）
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（参考１）高圧ガス保安法の適用除外となるもの

（法：第３条（適用除外）第１項第８号、令：第２条第３項第８号及び告示：第４条第１号～第３号）
（内規「高圧ガス保安法の適用除外となるエアゾール製品等の通関の際における取扱いについて」）

① 試験成績書の作成
告示に定め

高圧ガス保安法の適用除外となるエアゾール製品等の検査 税関へ 通 関 られた事項
機関、製造者又は輸入者が試験成績書を作成し、かつ、 成績書提出 の表示をす
輸入者自らが高圧ガス保安法の告示に定めた適用除外要件に ること
合致していることを確認したもの
成績書様式については、県又は一般社団法人日本エアゾール協
会へお問い合わせください。また、一般社団法人日本エアゾー
ル協会では、 試験成績書の作成依頼を有料で受付けています
（電話番号０３－５２０７－９８５０）

② 税関に問い合わせ
通 関

商品見本等販売の用に供さないもの又は個人用貨物として税
関が適当と認めたもの

（参考２）輸入規制適用除外製品となるもの

（法：第２２条第１項ただし書き第３項及び第４号、一般則：第４６条第１項及び第２項）
（内規「高圧ガスを封入した緩衝装置等に係る輸入の通関の際における取扱いについて」）

輸入規制適用除外確認証明書の作成
税関へ

輸入者が自ら一般高圧ガス保安規則の規定に合致していることを確認し、 証明書提出 通 関
輸入規制適用除外確認証明書を作成したもの
確認証明書様式については経済産業省ＨＰ等からご確認ください。
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（参考３）県の行う輸入検査の受検について
以下の項目について検査を行うので、その内容に適合することが証明できる書類を申請者が準備できれば、輸入検査は受検可能となります。
輸入検査受検可能となった場合の受検の流れ及びその他の提出書類については、６ページをご覧ください。
① 高圧ガスについて（一般則：第４７条第１項、液石則：第４６条第１項）

検査項目 検査の内容及び方法 申請者が準備すべき検査の内容を証明できる書類

内容物確認試験 輸入した高圧ガスの圧力、成分等を 輸入する高圧ガスの充てん証明書（以下の内容を満たしたものであること）
記録等により確認する ① 充てんガス名、数量、圧力及び容器番号が記載されていること

② 充てん事業所名が明記され、事業所の責任者の印又はサインがあること
③製造細目告示第１２条の１６第１号の内容が確認されること

② 高圧ガスが入っている容器について（一般則：第４７条第２項、液石則：第４６条第２項）

検査項目 検査の内容及び方法 申請者が準備すべき検査の内容を証明できる書類

容器に関する 輸入する高圧ガスが入っている容器 ①輸入する高圧ガスが入っている容器が、
安全度試験 が、高圧ガス保安法第４４条第４項 ・高圧ガス保安法における高圧ガス容器の規格に適合したもの

の容器検査における容器の規格又は ・アメリカ合衆国、ドイツ連邦共和国、フランス共和国、グレート・ブリテ
これと同等以上の検査における容器 ン及び北部アイルランド連合王国、オーストラリア連邦の高圧ガス容器の
の規格に適合するものであることを 規格（ＥＵ指令に基づきドイツ連邦共和国、フランス共和国、グレート・
記録等により確認する。 ブリテン及び北部アイルランド連合王国が採用する高圧ガスのＥＮ規格又

はＩＳＯ規格を含む）に適合したもの（製造細目告示：第１２条の１６、
製造細目告示の運用及び解釈について：第１２条の１６関係）

容器の成績書、容器証明書又は刻印の拓本（以下の項目を満たしていること）
・容器規格名 ・規格番号 ・容器記号番号 ・耐圧試験圧力
・最高充てん圧力 ・内容積又は内容量

②輸入する高圧ガスが入っている容器が、上記①以外のものである場合

高圧ガス保安法第４４条第４項の容器検査における容器の規格内容と実際に輸
入する容器についての規格内容、試験条件及び結果をすべて比較し、日本語で
表記した一覧表。（この一覧表をまとめた結果により、高圧ガス保安法第４４条
第４項 の容器検査における容器の規格と同等以上の検査における容器の規格に
適合するものであることが確認できれば、輸入検査の受検が可能となります）
高圧ガス保安法第４４条第４項の容器検査における容器の規格は（参考４）
にあります。
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（参考４）高圧ガス保安法第４４条第４項（容器検査における容器の規格）

容器則：第７条第１項（容器の規格） 例示基準：一般継目なし容器における規格 例示基準：溶接容器における規格

第１号：製造の方法

容器則：第３条第１項：材料 第３条：所定のＪＩＳ規格に合格する 第３条：所定のＪＩＳ規格に合格する

第２号：肉厚 第４条：所定の計算式を満たしたものである 第４条：所定の計算式を満たしたものである

第３号：構造及び仕様 第５条：底部接合によってアルミニウム合金製容器を製造しない 第５条：所定の防錆塗装を実施し、スカートを取り付ける

第４号：加工、溶接及び熱処理 第６条：所定の熱処理炉を使用し、所定の熱処理を実施する 第６条：所定の熱処理炉を使用し、所定の熱処理を実施する

の方法 第７条：所定の寸法精度を満たす 第７条：所定の寸法精度を満たす

第５号：寸法精度

第２号：耐圧試験 第１４条（耐圧試験）：所定の膨張測定試験又は加圧試験を実施する 第１５条（耐圧試験）：所定の膨張測定試験又は加圧試験を実施する

第３号：強度 第９条（圧力サイクル試験）：最高充塡圧力以上の圧力で８万回又は 第１０条（材料試験）：所定の圧かい試験又は曲げ試験、引張試験及び

耐圧試験圧力以上の圧力で１万２千回 衝撃試験を実施する

を毎分１０回以下の割合で加圧する試 第１１条（溶接部試験）：所定の継手引張試験、表曲げ試験、側曲げ試

験を実施する 験、裏曲げ試験及び溶着金属引張試験を 実施

第１２条（材料試験）：所定の圧かい試験又は曲げ試験、引張試験及 する

び衝撃試験を実施する 第１４条（破裂試験）：所定の破裂試験を実施する

第１３条（破裂試験）：所定の破裂試験を実施する

第４号：欠陥 第１０条（外観試験）：所定の外観試験を実施する 第９条（外観試験）：所定の外観試験を実施する

第１１条（超音波浸透探傷試験等）：所定の超音波探傷試験、磁粉探 第１２条（放射線透過試験）：所定の放射線透過試験を実施する

傷試験又は浸透探傷試験を実施 第１３条（磁粉浸透探傷試験等）：所定の磁粉探傷試験又は浸透探傷試

する 験を実施する

第５号：寸法精度

第６号：外的負荷 第１２条（材料試験）：所定の圧かい試験又は曲げ試験、引張試験及 第１０条（材料試験）：所定の圧かい試験又は曲げ試験、引張試験及び

び衝撃試験を実施する 衝撃試験を実施する

第１１条（溶接部試験）：所定の継手引張試験、表曲げ試験、側曲げ試

験、裏曲げ試験及び溶着金属引張試験を実施

する

第７号：気密性 第１５条（気密試験）：所定の気密試験を実施する 第１６条（気密試験）：所定の気密試験を実施する

その他の種類の容器の場合、詳しい各規格の内容及び試験条件等が記載された資料が必要な場合は、県までお問い合わせ下さい。
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高圧ガス輸入検査手続きの案内

（高圧ガス保安法）
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１ 輸入検査手続きの手順

輸入検査申請

輸入検査の方法

輸入検査の受検 ・内容物確認試験及び容器に関する安全度試験は、

申請書類（記録）にて確認する。

輸入検査合格証の交付 ・貯蔵又は保管場所において申請書類と容器記号番号

及び個数が同じであるかどうかを確認する。

通 関

２ 輸入検査申請に必要な提出書類等

様式 様式 提出書類 備 考

番号 頁

Ａ・Ｂ 9･10 輸入検査申請書

Ｃ １２ 輸入高圧ガス明細書 ガスの種類毎に作成すること

Ｄ １４ 充塡量が内容物確認試験の基準を 製造細目告示第１２条の１６第１号ハ

満たしていることを確認する書類 を満たしていること

－ － 充填証明書 ①充塡ガス名、数量、圧力（液化ガス

の場合は質量）及び容器番号が記載さ

れていること

②充塡事業所名が明記され、事業所

の責任者の印又はサインがあること

③充塡年月日が記載されていること。

－ － 容器の成績書、容器証明書又は刻 ①発行所の印又は責任者のサインがあ

印の拓本 ること。

②輸入高圧ガス明細書の容器の種類の

各欄に掲げる内容が確認できるもので

あること

－ － Ｂ／Ｌ（船荷証券）の写し ①輸入者が確認できるものであること

②高圧ガス名、数量が確認できるもの

であること

－ － インボイス（荷送り状）又はパッ ①輸入者が確認できるものであること

キングリストの写し ②高圧ガス名、数量が確認できるもの

であること

－ － 輸入高圧ガス明細書に記載する圧 圧縮ガスであって、換算が必要な場合

力及び数量を換算した計算式 のみ

－ － ガスの物性データ（ＭＳＤＳ等） 一般則第２条に記載されているガス以

外の場合のみ

－ － 申請手数料（愛知県収入証紙） 輸入する高圧ガスの量に応じて定めら

れた金額

高 圧 ガ ス の 量 手数料の額

1,000ｍ３以上 (液化ガスは10ｔ以上) ２７，０００円

300ｍ３以上1,000ｍ３未満 (液化ガスは３t以上10ｔ未満) ２１，０００円

300ｍ３未満 (液化ガスは３ｔ未満) １３，０００円
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３ 輸入検査申請書の提出先

愛知県防災安全局 防災部 消防保安課 産業保安室 高圧ガスグループ

名古屋市中区三の丸三丁目１番２号

電話番号 一般高圧ガス関係 052-954-6198（ダイヤルイン）

液化石油ガス関係 052-954-6197（ダイヤルイン）
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様式番号Ａ 輸入検査申請書（一般則）

様式第２７（第４５条関係）

×整 理 番 号

輸 入 検 査 申 請 書 一 般 ×検 査 結 果

×受理年月日 年 月 日

名 称

事務所（本社）所在地

高圧ガスの種類及び数量

陸揚地及び陸揚年月日

貯 蔵 又 は 保 管 場 所

年 月 日

代表者氏名

愛 知 県 知 事 殿

× 検 査 職 員 確 認 印

備考 １ この用紙の大きさは、日本産業規格Ａ４とすること。

２ ×印の項は記載しないこと。
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様式番号Ｂ 輸入検査申請書（液石則）

様式第２６（第４５条関係）

×整 理 番 号

輸 入 検 査 申 請 書 液 石 ×検 査 結 果

×受理年月日 年 月 日

名 称

事務所（本社）所在地

液 化 石 油 ガ ス の 数 量

陸揚地及び陸揚年月日

貯 蔵 又 は 保 管 場 所

年 月 日

代表者氏名

愛 知 県 知 事 殿

× 検 査 職 員 確 認 印

備考 １ この用紙の大きさは、日本産業規格Ａ４とすること。

２ ×印の項は記載しないこと。
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輸入検査申請書の記入上の注意事項

１ 複数の種類の高圧ガスを同じ船舶（航空機）に積載して輸入する場合は１件の申請書で

受付けます。

２ 「名称」は法人の場合は法人名、個人の場合は個人名を記入してください。なお、イン

ボイス（荷送り状）またはＢ／Ｌ（船荷証券）のあて先と申請者は同一でなければなりま

せん。

３ 「事務所（本社）所在地」は、法人の場合は本社所在地、個人の場合は住所を記入して

ください。

４ 「高圧ガスの種類及び数量」は、ガス名ごとに総数量を記入してください。液化ガスに

あっては質量（単位ｋｇ）、圧縮ガスにあっては、０℃、０ＭＰａにおける容積を記入し

て下さい。なお、混合ガスの場合には「混合ガス ○＋△」と記入してください。

５ 「陸揚地及び陸揚年月日」は、「名古屋港○○埠頭」又は「中部国際空港」と記入して

ください。

６ 「貯蔵又は保管場所」は、その名称と所在地を記入してください。

なお、300ｍ３（圧縮ガス）又は 3,000kg（液化ガス）以上の高圧ガスを２時間以上にわ

たり保管するときは、あらかじめ高圧ガス保安法による許可又は届出により設置した貯蔵

所でする必要があります。

７ 「代表者氏名」は、法人の場合は代表権のある者（代表取締役等）、個人の場合は本人

の氏名を記入してください。
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様式番号Ｃ 輸入高圧ガス明細書

一般則：様式第２７の２（第４５条関係）
液石則：様式第２６の２（第４５条関係）

輸 入 高 圧 ガ ス 明 細 書

製品名

使用目的

高圧ガスの圧力

高圧ガスの成分

１個あたりの数量
高圧ガスの数量

合計

名称
充てん事業所

所在地

容器規格名
容

規格番号
器

容器記号・番号
の

耐圧試験圧力
種

最高充てん圧力
類

内容積
（又は内容量）

名称
容器製造所

所在地

名称 （電話 ）
連絡先

部署・氏名

名称 （電話 ）
代行手続者

部署・氏名

備考 １ この用紙の大きさは、日本産業規格Ａ４とすること。
２ 高圧ガスの圧力、高圧ガスの成分、高圧ガスの数量及び容器の種類の記載事項に
ついては、その内容を証明する書面を添付すること。ただし、当該容器に打刻され
ている刻印又は貼付されている標章により確認することができる記載事項について
は、この限りでない。
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輸入高圧ガス明細書の記入上の注意

１ 「使用目的」は、半導体産業向け販売、自社工場で原料として使用等具体的に記入して

ください。

２ 「高圧ガスの圧力」は、充てん圧力をＭＰａ単位（ゲージ圧力）で記入し、そのときの

温度（℃）を記入してください。だたし、圧縮ガスについては、３５℃のときの圧力を記

入してください。

３ 「高圧ガスの成分」は、成分名と含有率を小数点１桁（小数点２桁は四捨五入）まで記

入し、また、人為的に混合した場合は混合した成分についても、成分名と含有率を記入し

てください。

４ 「高圧ガスの数量」は、液化ガスにあっては質量（単位ｋｇ）、圧縮ガスにあっては、

０℃、０Ｐａ（大気圧）における容積（単位 ｍ３）を１個ごとに（同じ場合は、○ｍ３×△

個）記入してください。

５ 「充てん事業所」は、最後に当該高圧ガスの充てんを行った事業所の名称及び所在地を

記入してください。

６ 「容器規格名」は、当該容器の圧力容器の規格を記入してください。

７ 「容器記号・番号」は、当該容器の記号・番号全てを記入してください。

８ 「内容積」は、当該容器の内容積をできるだけ正確に記入してください。

９ 記載内容を証明する添付書面としては、次のものを参考にしてください。

① 充てん証明書

② 容器の成績書、容器証明書又は刻印の拓本

③ Ｂ／Ｌ（船荷証券）、インボイス（荷送り状）又はパッキングリストの写し

（この注意事項は基本通達を参考にして作成した。）
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様式番号Ｄ 充塡量が内容物確認試験の基準を満たしていることを確認する書類

製造細目告示１２条の１６第１号ハ（輸入高圧ガスに関する内容物試験の基準）

圧縮ガス（アセチレンを除く。）にあつてはそのガスの圧力が充塡された容器の耐圧

試験圧力の３／５（再充塡禁止容器にあっては、４／５）以下の圧力であり、液化ガ

スにあつてはその質量が容器保安規則第２２条の規定により計算した質量以下のもの

であることを確認すること。）

輸入する高圧ガス名称（ ）

①圧縮ガス（アセチレンを除く。）

充塡されたガスの圧力が耐圧試験圧力の３／５（再充塡禁止容器にあっては、４／５）以

下であること

・再充塡禁止容器以外の場合

充塡可能圧力 ＝ 耐圧試験圧力（ ）ＭＰａ × ３／５

＝（ ）ＭＰａ ≧ 充塡圧力（ ）ＭＰａ

・再充塡禁止容器の場合

充塡可能圧力 ＝ 耐圧試験圧力（ ）ＭＰａ × ４／５

＝（ ）ＭＰａ ≧ 充塡圧力（ ）ＭＰａ

②液化ガス

充塡されたガスの質量が、容器則第２２条の規定により計算した質量以下であること

充塡可能質量 ＝ Ｖ ／ Ｃ ＝（ ）／（ ）

＝（ ）ｋｇ ≧ 充塡質量（ ）ｋｇ

Ｖ：容器の内容積（単位：リットル）

Ｃ：容器則第２２条で、容器の種類及びガスの種類に応じて定められる数値

＊ 数値が定数でない場合、Ｃの値を求める算式及び算式の根拠となる書類（熱力学物

性表など）を提出してください。
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単位圧力等の換算参考資料

（１）単位換算
【質量（重量）】

ｋｇ（キログラム） Ｚ（ｋｇ）＝ Ｙ（ｇ）×１０－３

ｌｂ（ポンド） Ｚ（ｋｇ）＝ Ｙ（ｌｂ）×４．５３５９×１０－1

ｏｚ（オンス） Ｚ（ｋｇ）＝ Ｙ（ｏｚ）×２. ８３４９×１０－２

【長 さ】

ｍ（メートル） Ｚ（ｍ）＝ Ｙ（ｃｍ）×１０－２

ｉｎ（インチ） Ｚ（ｍ）＝ Ｙ（ｉｎ）×２．５４×１０－２

ｆｔ（フィート） Ｚ（ｍ）＝ Ｙ（ｆｔ）×３．０４８×１０－１

【体 積】

ｍ３ Ｚ（ｍ３）＝ Ｙ（ℓ：リットル）×１０－３

Ｚ（ℓ） ＝ Ｙ（ｍℓ）×１０－３

Ｚ（ｍℓ）＝ Ｙ（ｃｍ３）

Ｚ（ｍ３）＝ Ｙ（ｃｍ３）×１０－６

ｉｎ３ Ｚ（ｍ３）＝ Ｙ（ｉｎ３）×１．６３８７×１０－５

Ｚ（ℓ） ＝ Ｙ（ｉｎ３）×１．６３８７×１０－２

ｆｔ３ Ｚ（ｍ３）＝ Ｙ（ｆｔ３）×２．８３１７×１０－２

Ｚ（ℓ） ＝ Ｙ（ｆｔ３）×２８．３１７

【圧力（ゲージ圧）】

ＭＰａ Ｚ（ＭＰａ）＝ Ｙ（ｋｇ／ｃｍ２）×９．８０６５５×１０－２

ｂａｒ（バール） Ｚ（ＭＰａ）＝ Ｙ（ｂａｒ）×０．１

ｐｓｉ（ピーエスアイ） Ｚ（ＭＰａ）＝ Ｙ（ｐｓｉ）×６．８９５×１０－３

ａｔｍ（アトム） Ｚ（ＭＰａ）＝ Ｙ（ａｔｍ）×０．１０１３

【温 度】

℃ （摂氏） ｔ（℃）＝（Ｔ（°Ｆ）－３２）×５／９

°Ｆ（華氏）
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（２）圧縮ガスの温度による圧力換算（ゲージ圧）

【温度３５℃のときの圧力に換算する場合】

（３５＋２７３．１５）

Ｐ３５ ＝ ×（Ｐ１＋０．１０１３）－０．１０１３

（Ｔ１＋２７３．１５）

Ｐ３５ ：温度３５℃のゲージ圧力（ＭＰａ）

Ｔ１ ：充塡温度（℃）

Ｐ１ ：充塡圧力（温度Ｔ１でのゲージ圧力）（ＭＰａ）

例：充塡証明書に記載されているガスの充塡温度が２０（℃）、充塡圧力が

０．９７（ＭＰａ）の温度３５（℃）における圧力値を求める場合

（３５＋２７３．１５）

Ｐ３５ ＝ ×（０．９７＋０．１０１３)－０．１０１３

（２０＋２７３．１５）

＝ １．０２４８（ＭＰａ）

（３）圧縮ガスを充塡質量から温度０（℃）、圧力０（Ｐａ）（標準状態）に

おける容積に換算する場合

Ｗ

Ｖ ＝ × ２２．４

分子量

Ｖ：温度０℃、圧力０Ｐａ（標準状態）における圧縮ガスの容積（ｍ３）

Ｗ：充塡されている圧縮ガスの質量（ｋｇ）

例：圧縮ヘリウムが容器に０．２９６ｋｇ充塡されている場合の標準状態に

おける容積を求める場合（ヘリウムの分子量は４）

０．２９６

Ｖ ＝ × ２２．４

４

＝ １．６５７６（ｍ３）
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（４）圧縮ガスを容器の内容積、充塡温度及び充塡圧力から温度０（℃）、

圧力０（Ｐａ）（標準状態）の容積に換算する場合

（Ｐ１＋０．１０１３） ２７３．１５

Ｖ ＝ Ｖ１ × ×

０．１０１３ （Ｔ１＋２７３．１５）

Ｖ：温度０（℃）、圧力０（Ｐａ）（標準状態）における圧縮ガスの容積（ｍ３）

Ｖ１ ：容器の内容積（ｍ３）

Ｔ１ ：充塡温度（℃）

Ｐ１ ：充塡圧力（温度Ｔ１でのゲージ圧力）（ＭＰａ）

例：容器の内容積０．０５（ｍ３）、充塡温度３５（℃）、充塡圧力１４．７

（ＭＰａ）で充塡されている場合の標準状態における容積を求める場合

（１４．７＋０．１０１３） ２７３．１５

Ｖ ＝ ０．０５ × ×

０．１０１３ （３５＋２７３．１５）

＝ ６．４７(ｍ３)
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記入例１ 輸入検査申請書

様式第２７（第４５条関係）

×整 理 番 号

輸 入 検 査 申 請 書 一 般 ×検 査 結 果

×受理年月日 年 月 日

名 称 ○○工業株式会社

事務所（本社）所在地 東京都港区○○○○

高圧ガスの種類及び数量 ①圧縮ヘリウム 3.316ｍ３ （1.658ｍ３×２個）

②液化炭酸ガス 165.9ｋｇ （55.3ｋｇ×３個）

輸入高圧ガス明細書に記載されている数量と同じ値

を記載する。

陸揚地及び陸揚年月日 名古屋港○○埠頭 平成２６年○月○日

貯 蔵 又 は 保 管 場 所 海部郡飛島村○○○○ ○○株式会社 ○○倉庫

年 月 日

○○工業株式会社

代表者氏名 代表取締役

○ ○ ○ ○

愛 知 県 知 事 殿

× 検 査 職 員 確 認 印

備考 １ この用紙の大きさは、日本産業規格Ａ４とすること。

２ ×印の項は記載しないこと。
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記入例２ 輸入高圧ガス明細書（圧縮ガス）
様式第２７の２（第４５条関係）

輸 入 高 圧 ガ ス 明 細 書

製品名 圧縮ヘリウム

使用目的 ヘリコプターフローテーション展開用

高圧ガスの圧力 １６．５ＭＰａ（１６５ｂａｒ）（３５℃）
圧縮ガスの場合、１７ページ（２）の式より
３５℃における圧力値（ゲージ圧）に換算する

高圧ガスの成分 圧縮ヘリウム ９９．９％ ％小数点１桁まで記入する

高圧ガスの数量 １個あたりの数量 1.658ｍ３×２個 合計 3.316ｍ３

圧縮ガスで、充塡質量が分かっている場合、
１７ページ（３）の式より標準状態の容積に換算する。
圧縮ガスで、充塡圧力及び温度が分かっている場合、
１８ページ（４）の式より標準状態の容積に換算する。

名称 ○○○○ＬＴＤ
充てん事業所

所在地 ○○○○ ○○○○ Ｕ．Ｓ．Ａ

容器規格名 アメリカ ＤＯＴ
容

規格番号 ＤＯＴ ３ＡＡ ○○○
器

容器記号・番号 ＡＢＣ－００１、ＡＢＣ－００２
の

耐圧試験圧力 ４３．８ＭＰａ（４３８ｂａｒ）
種

最高充てん圧力 ２９．２ＭＰａ（２９２ｂａｒ）
類

内容積(又は内容量) １１．８ ℓ

名称 ○○○○ＬＴＤ
容器製造所

所在地 ○○○○ ○○○○ Ｕ．Ｓ．Ａ

名称 ○○工業株式会社 （電話 052-123-○○○○）
連絡先

部署・氏名 名古屋支店 ○○○○

名称 株式会社○○商会 （電話 052-987-○○○○）
代行手続者

部署・氏名 輸入担当部 ○○○○

備考 １ この用紙の大きさは、日本産業規格Ａ４とすること。
２ 高圧ガスの圧力、高圧ガスの成分、高圧ガスの数量及び容器の種類の記載事項に
ついては、その内容を証明する書面を添付すること。ただし、当該容器に打刻され
ている刻印又は貼付されている標章により確認することができる記載事項について
は、この限りでない。
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記入例３ 輸入高圧ガス明細書（液化ガス）
様式第２７の２（第４５条関係）

輸 入 高 圧 ガ ス 明 細 書

製品名 液化炭酸ガス

使用目的 船舶用消火装置

高圧ガスの圧力 ５．８ＭＰａ （２０℃）

高圧ガスの成分 液化炭酸ガス ９９．９％
％の小数点１桁まで記入する

１個あたりの数量 ５５．３ｋｇ×３個
高圧ガスの数量

合計 １６５．９ｋｇ

名称 ○○○○ＬＴＤ
充てん事業所

所在地 ○○○○ ○○○○ Ｕ．Ｓ．Ａ

容器規格名 アメリカ ＤＯＴ
容

規格番号 ＤＯＴ ３ＡＡ ○○○
器

容器記号・番号 ＸＹＺ－００１、ＸＹＺ－００２、ＸＹＺ－００３
の

耐圧試験圧力 ２５ＭＰａ
種

最高充てん圧力 １５ＭＰａ
類

内容積(又は内容量) ８２．５ ℓ

名称 ○○○○ＬＴＤ
容器製造所

所在地 ○○○○ ○○○○ Ｕ．Ｓ．Ａ

名称 ○○工業株式会社 （電話 052-123-○○○○）
連絡先

部署・氏名 名古屋支店 ○○○○

名称 株式会社○○商会 （電話 052-987-○○○○）
代行手続者

部署・氏名 輸入担当部 ○○○○

備考 １ この用紙の大きさは、日本産業規格Ａ４とすること。
２ 高圧ガスの圧力、高圧ガスの成分、高圧ガスの数量及び容器の種類の記載事項に
ついては、その内容を証明する書面を添付すること。ただし、当該容器に打刻され
ている刻印又は貼付されている標章により確認することができる記載事項について
は、この限りでない。


